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的な方向性をもっていると言える。B 区分の学びに

ついては、観察を中心に「状況に入る（解放）」学び
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インクルーシブな教育の実現に向けて 

～共同学習に重点を置いた「交流及び共同学習」の実践～ 

Toward the Realization of Inclusive Education：Practice of "Peer Interactions and Cooperative Learning" with 
an Emphasis on Cooperative Learning 

 
中西 郁 

 
１．特別支援教育の意義と現状 

(1) 特別支援教育の意義 

特別支援教育は、2006（平成 18）年の学校教育法

等の一部改正を受けて、2007（平成 19）年 4 月から

実施されてきた。文部科学省は、特別支援教育の実

施に当たり 2007（平成 19）年 4 月 1 日に「特別支援

教育の推進について」の通知をすべての公立学校に

だしている。その通知にある「特別支援教育の理念」

では、「特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒の

自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援すると

いう視点に立ち、幼児児童生徒一人一人の教育的ニ

ーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上

の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必

要な支援を行うものである。」としている。そして、

「特別支援教育は、これまでの特殊教育の対象の障

害だけでなく、知的な遅れのない発達障害も含めて、

特別な支援を必要とする幼児児童生徒が在籍する全

ての学校において実施されるものである。」として、

従来の特殊教育の対象としてきた障害の子どもや特

殊教育の場での教育ばかりでなく、発達障害の子ど

もも含めて、支援を必要とする幼児児童生徒が在籍

するすべての学校、つまりすべての幼稚園、小学校、

中学校、高等学校、特別支援学校等で実施されるこ

とが示されている。そのうえで通知には、「さらに、

特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒への教育

にとどまらず、障害の有無やその他の個々の違いを

認識しつつ様々な人々が生き生きと活躍できる共生

社会の形成の基礎となるものであり、我が国の現在

及び将来の社会にとって重要な意味を持っている。」

と明記されている。つまり、特別支援教育は、共生

社会の形成の基礎となるもので、私たちのこの社会

をよりよいものにしていく重要な教育として位置づ

けられている。 
(2) 特別支援教育の現状 

特別支援教育は、そのように重要な意義がある。

また、障害のある児童生徒の現状を見ると、通常の

学級で支援を必要としている児童生徒は、文部科学

省の 2022（令和 4）年の公表資料によると全国公立

小中学校等の児童生徒のうち、8.8％の在籍率となっ

ている。この 8.8％の子どもの支援の度合いは様々で

ある。そして、文部科学省（2020）から公表された

数値では、通級の指導を受けている児童生徒は、2022
（令和 4）年度の全国小中学校等の義務教育段階の

児童生徒 952 万人のうち約 16 万 3 千人の 1.7%、特

別支援学級は約 35 万 3 千人の 3.7%、特別支援学校

は約 8 万 2 千人の 0.9%の在籍率となり、通級の指導

の在籍率では、2012（平成 24）年度の調査と比べて

2.3 倍となっている。特に従来の特殊教育の場であっ

た特別支援学級は 2012（平成 24）年度の調査と比べ

て 2.1 倍、特別支援学校においても 1.2 倍に増加して

いる。この特別支援学級、特別支援学校で学ぶ子ど

もの著しい増加は、共生教育を推進していくうえで

大きな問題である。そして、現在、特別な支援を必

要とする児童生徒は、義務教育段階の児童生徒全体

の約 13％という状況になっている（図 1 参照）。 
 
２．「日本型インクルーシブ教育システム」の課題 

特別支援教育は、2014（平成 26）年 1 月に「障害

者の権利に関する条約」への批准により、学校教育

は、障害のある子どもの自立と社会参加を目指した

取り組みを含め、共生社会の形成に向けたインクル

ーシブ教育システムの構築、つまり障害のある子ど

ももない子どもも共に学ぶ教育を目指していくこと

になった。日本では、インクルーシブ教育システム

の構築には、連続性のある「多様な学びの場」を用

意していくことが必要としている。いわゆる「日本

型インクルーシブ教育システム」である。障害のあ

る子どもばかりでなく、すべての子どもにとって連

続性のある「多様な学びの場」が用意されているこ

とは、とても意義のあることである。しかし、障害

― 58 ―

インクルーシブな教育の実現に向けて



のある子ども達の就学の現状をみると、通常の学級

での学びではなく、障害のある子どもを対象とした

学びの場である特別支援学級、特別支援学校に在籍

する児童生徒が増加していて、むしろ共生教育への

道筋から、つまりインクルーシブ教育の道筋から逆

行しているようにとも考えられる。現在の連続性の

ある「多様な学びの場」のメリットを理解しつつも、

連続性のある「多様な学びの場」は、「共に学び、共

に育つ学校教育の実現」を目指しているのか。連続

性のある「多様な学びの場」は、障害のある子ども

への「新たな能力主義」の教育形態になっていない

か。連続性のある「多様な学びの場」は、「障害者の

権利に関する条約」の目指す障害のある子どもへの

教育の姿なのか、インクル―ジョンを実現する方策

になり得ていくかなど、大きな疑問を抱かざる得な

い状況になっている。インクルーシブ教育がうたわ

れ、「共生教育」に替わる用語となりつつある現在、

このような特別支援教育の状況にあるからこそ、再

度、「共に学び、共に育つ学校教育」の良さのあり方

を見つめ直し、「共に学び、共に育つ学校教育」を実

現する方策の検討が危急の課題である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．小・中学校へのつながりと連続性を求めた学習

指導要領への期待 

 2017（平成 29）年 4 月 28 日に告示された学習指

導要領では、その総則で「児童又は生徒に生きる力

を育むことを目指すに当たっては、学校教育全体並

びに各教科、道徳科、外国語活動、総合的な学習の

時間、特別活動（略）及び自立活動の指導を通して

どのような資質・能力の育成を目指すのかを明確に

しながら、教育活動の充実を図るものとする。」とあ

る。この学校教育全体を通じて育む資質・能力とは、

従来の「生きる力」の育成を基本に、すべての児童

生徒にとって新しい時代に必要となる資質・能力と

位置付けている。学校教育全体を通じて育む資質・

能力は、知的障害のある児童等も含め、すべての児

童等に求められる資質・能力としている。そのため

学習指導要領では、知的障害教育の各教科の目標・

内容も新たな資質・能力に基づき改善・充実が図ら

れた（図 2 参照）。 
知的障害教育の各教科の目標・内容が、小学校等

の各教科の目標・内容と同様に育成を目指す資質・

能力の三つの柱で見直されたことで、知的障害教育 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 小学校、中学校、特別支援学校の特別支援教育の現状 

文部科学省「特別支援教育の充実について」（2023(令和 5)年）等の資料を参考に作成 
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ほほととんんどどのの問問題題をを対対応応

通通級級にによよるる指指導導 1.7%
2020(令令和和2)年年度度調調査査数数値値
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イギリス 14.9%（2019）
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2022(令令和和4)年年度度調調査査数数値値

諸外国の特別支援教育の対象とする
児童生徒の割合
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のための各教科と小学校等の各教科の目標や内容と

の連続性や関連性が図られたことになる。例えば、

特別支援学校学習指導要領にある知的障害教育の算

数の指導内容では、平成 21 年 3 月告示の学習指導要

領ではわずか 2 分の 1 ページの記載内容が、約 14
ページにわたり記載され、小学校との内容との共通

化が図られている。さらに、知的障害特別支援学校

小学部おいて、小学部 3 段階に示す各教科及び外国

語活動の内容を習得し目標を達成している児童には、

小学校学習指導要領の各教科及び外国語活動の目標

及び内容の一部を取り入れることができるとし、小

学校等とのつながりと連続性を求めている（図 3 参

照）。そして、今回の学習指導要領の改訂により、小

中学校等の通常の学級や特別支援学級、特別支援学

校等とのつながりと連続性が図られたことにより、

特に知的障害特別支援学級や知的障害特別支援学校

の児童生徒と通常の学級の児童生徒との「交流及び

共同学習」が円滑に実施できる学びの基盤ができた

と言える。 
 
４．分かる、できる喜びのある「交流及び共同学習」

への期待 

(1) 「交流及び共同学習」の意義と現状 

 「交流及び共同学習」は、障害のある子どもと障

害のない子どもにとっても、経験を深め、社会性を

養い、豊かな人間性を育むとともに、お互いを尊重

し合う大切さを学ぶ機会となるなど、大きな意義を

有しているとともに、双方にとって、意義深い教育

活動である。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文部科学省（2017）では、特別支援学級と通常の

学級との交流及び共同学習の実施状況について実施

している学校の割合を小学校で 81％、中学校で 80％
となっている。本回答には、特別支援学級が設置さ

れていない小学校（17％）、中学校（17％）が含まれ

ている。また、「交流及び共同学習」を実施している

学校の特別支援学級の児童生徒一人あたりの週の

「交流及び共同学習」の平均実施時間は小学校

（49％）、中学校（35％）とも「週 10 時間以上」と

回答した学校が最も多い。その「交流及び共同学習」

の実施した授業については、小学校で教科（29％）、

総合的な学習の時間（25％）、特別活動（25％）の順

の割合で多くなっている。 
 調査では、教科での「交流及び共同学習」が多い

が、「交流及び共同学習」のねらいとする教科等のね

らいの達成を図る共同学習となっているか、単に交

流そのものが目的となる実践になっていないかなど

の検証が必要である。 
(2) 共同学習の側面を重視した「交流及び共同学習」

の実践の必要性 

 「交流及び共同学習」は、障害のある子どもと障

害のない子どもとの相互の触れ合いを通じて、①豊

かな人間性を育む交流の側面、②教科等のねらいの

達成を図る共同学習の２つの側面がある。この２つ

の側面があってこそ「交流及び共同学習」と言える。

しかし、冨永（2011）は、「交流及び共同学習」の目

標が曖昧であり、交流そのものが目的となる実践が

多いと指摘している。 
 インクルーシブ教育システムの目指すところは、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 特別支援学校学習指導要領が示す知的障害教育小学部の算数の目標等 
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人間の多様性の尊重等を強化し、障害者が精神的及

び身体的な能力等を可能な最大限度まで発展させ、

自由な社会に効果的に参加することを可能とするこ

とを目的として、障害のある子どもとない子どもが

ともに学ぶ仕組みである。その実現のために学習指

導要領が改訂され、各教科等の目標・内容がつなが

りと連続性が図られた。そのような改訂の背景を踏

まえ、これからの「交流及び共同学習」は、より一

層、共同学習の側面を重視した「交流及び共同学習」

の実現に努めていく必要性がある。 
(3) 共同学習の側面を重視した「交流及び共同学習」

の実践 ～豊島区立要小学校の実践研究の取り組

み～ 

アア. 共共同同学学習習のの側側面面をを重重視視ししたた「「交交流流及及びび共共同同学学習習」」

ののポポイインントト 
 金丸・片岡（2016）は、「共同学習」は障害のある

子どもと障害のない子どもとの対等かつ平等な関係

形成を図る教育目標をもつこと。そして、「共同学習」

は子どもたちの発達に応じて、集団対集団での共同

学習を保障する教育目標があることなど、「交流及び

共同学習」を進めていく上での通常の学級の児童生

徒と特別支援学級等と相互の目標の設定等の重要性

を述べている。また、文部科学省の「交流及び共同

学習ガイド」（2019 年 3 月改訂）では、知的障害の

児童等の「交流及び共同学習」の実施のポイントと

して、①事前の準備、②目標設定の工夫と学習活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の変更調整、③児童の積極的参加のための活動の工

夫、④教員等の児童への指導・支援の役割分担、⑤

事後学習と評価が示されている。それらの点を踏ま

え、共同学習の側面を重視した「交流及び共同学習」

の実践が求められる。 

イイ..  豊豊島島区区立立要要小小学学校校のの取取りり組組みみ  

豊島区立要小学校では、令和 3年(2021)度に「交

流及び共同学習」の推進に向けた研究指定を豊島区

から受け、「交流及び共同学習」の実践研究に取り組

んでいる。要小学校の研究では、共同学習の側面を

重視した「交流及び共同学習」を研究の柱として、

通常の学級と特別支援学級の児童相互が「分かる」

「できる」喜びのある授業実践の研究を行っている。

そのために、「交流及び共同学習」の実施に向けた学

習指導案の検討から「交流及び共同学習」の授業の

実施までを交流学級の教師と特別支援学級の教師が

協働して取り組んでいる。 

アア）） 「「単単元元目目標標」」「「評評価価規規準準」」をを明明確確ににししたた「「交交流流

及及びび共共同同学学習習」」のの授授業業 
 「交流及び共同学習」の授業において、通常の学

級と特別支援学級の双方の児童の学習状況等の実態

に応じた学習を進めていく必要がある。そのために

要小学校では、学習指導案に通常の学級の児童と特

別支援学級の児童の「単元目標」「評価規準」を明確

に設定している。そのことで、「交流及び共同学習」

の取り組みの目標と評価が明確になり、双方の学級 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図３ 知的障害教育特別支援学校小学部「算数」と小学校「算数」の内容等 

１１段段階階のの内内容容

ＡＡ 数数量量のの基基礎礎

ＢＢ 数数とと計計算算
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学学習習指指導導要要領領
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（（3段段階階もも同同じじ項項目目））
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小小学学部部「「算算数数」」のの内内容容

「「数数量量のの基基礎礎（（1段段階階））、、
数数とと計計算算」」

「「量量とと測測定定」」

「「図図形形・・数数量量関関係係」」

「「実実務務」」
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（（ＣＣ 変変化化とと関関係係：：第第4学学年年～～））
ＤＤ デデーータタのの活活用用
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〔〔用用語語・・記記号号〕〕

学学びびのの連連続続性性をを確確保保

わずか２分の１頁
の記載

領領域域をを全全体体的的にに見見直直ししてて14頁頁
知的障害特別支
援学校小学部に
おいて、小学部3
段階に示す各教
科及び外国語活
動の内容を習得
し目標を達成して
いる児童には、
小学校学習指導
要領の各教科及
び外国語活動の
目標及び内容の
一部を取り入れ
ることができる。
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人間の多様性の尊重等を強化し、障害者が精神的及

び身体的な能力等を可能な最大限度まで発展させ、

自由な社会に効果的に参加することを可能とするこ

とを目的として、障害のある子どもとない子どもが

ともに学ぶ仕組みである。その実現のために学習指

導要領が改訂され、各教科等の目標・内容がつなが

りと連続性が図られた。そのような改訂の背景を踏

まえ、これからの「交流及び共同学習」は、より一

層、共同学習の側面を重視した「交流及び共同学習」

の実現に努めていく必要性がある。 
(3) 共同学習の側面を重視した「交流及び共同学習」

の実践 ～豊島区立要小学校の実践研究の取り組
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 金丸・片岡（2016）は、「共同学習」は障害のある

子どもと障害のない子どもとの対等かつ平等な関係

形成を図る教育目標をもつこと。そして、「共同学習」

は子どもたちの発達に応じて、集団対集団での共同

学習を保障する教育目標があることなど、「交流及び

共同学習」を進めていく上での通常の学級の児童生

徒と特別支援学級等と相互の目標の設定等の重要性

を述べている。また、文部科学省の「交流及び共同

学習ガイド」（2019 年 3 月改訂）では、知的障害の

児童等の「交流及び共同学習」の実施のポイントと

して、①事前の準備、②目標設定の工夫と学習活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の変更調整、③児童の積極的参加のための活動の工

夫、④教員等の児童への指導・支援の役割分担、⑤

事後学習と評価が示されている。それらの点を踏ま

え、共同学習の側面を重視した「交流及び共同学習」

の実践が求められる。 

イイ..  豊豊島島区区立立要要小小学学校校のの取取りり組組みみ  

豊島区立要小学校では、令和 3年(2021)度に「交

流及び共同学習」の推進に向けた研究指定を豊島区

から受け、「交流及び共同学習」の実践研究に取り組

んでいる。要小学校の研究では、共同学習の側面を

重視した「交流及び共同学習」を研究の柱として、

通常の学級と特別支援学級の児童相互が「分かる」

「できる」喜びのある授業実践の研究を行っている。

そのために、「交流及び共同学習」の実施に向けた学

習指導案の検討から「交流及び共同学習」の授業の

実施までを交流学級の教師と特別支援学級の教師が

協働して取り組んでいる。 

アア）） 「「単単元元目目標標」」「「評評価価規規準準」」をを明明確確ににししたた「「交交流流

及及びび共共同同学学習習」」のの授授業業 
 「交流及び共同学習」の授業において、通常の学

級と特別支援学級の双方の児童の学習状況等の実態

に応じた学習を進めていく必要がある。そのために

要小学校では、学習指導案に通常の学級の児童と特

別支援学級の児童の「単元目標」「評価規準」を明確

に設定している。そのことで、「交流及び共同学習」

の取り組みの目標と評価が明確になり、双方の学級 
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の児童が「分かる」「できる」喜びのある授業のため

の工夫された手立ての設定につながっている。（図

4,5 参照）。 
イイ））  児児童童のの積積極極的的参参加加ののたためめのの活活動動のの工工夫夫ののああるる

「「交交流流及及びび共共同同学学習習」」のの授授業業  

  要小学校では、「交流及び共同学習」の授業が双方

の学級にとってより豊かな学びとなるよう「豊かな

学びとなる「交流及び共同学習」にせまるための手

立て」を設定している。その手立てでは、「(1)学習

過程の工夫」、「(2)交流活動の工夫」を共通事項とし

て、本事例では、(3)として「秋がいっぱいカードを

書くための工夫」を設定し、後述する「交流及び共

同学習」の授業までの事前指導や、交流活動の授業

の工夫を明らかにしている（図 6参照）。特に本単元

では、ワークシートの工夫を述べている。本授業で

は、罫線を設けたり色分けなどの個に応じたワーク

シートを用意し、書く内容を自分で見付けながら主

体的に学習に取り組めるようにしている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ウウ）） 通通常常のの学学級級、、特特別別支支援援学学級級相相互互のの授授業業実実践践がが

土土台台ととななるる「「交交流流及及びび共共同同学学習習」」のの授授業業 ～～事事前前

のの準準備備のの重重要要性性～～ 
 「交流及び共同学習」の授業の実施あたり、取り

扱う単元の単元計画において、通常の学級と特別支

援学級とが児童の学習の習得状況に応じて事前の指

導をそれぞれの学級で積み重ねてから「交流及び共

同学習」の授業を実施している。本事例では、「交流

及び共同学習」の事前指導として特別支援学級では、

生活単元学習の時間で秋について学習するとともに、

本単元の１時間目においては、特別支援学級で児童

の実態に応じて「秋」の学習を実施している（図 7,8
参照）。そのことで、双方の学級の児童ともに「分か

る」「できる」喜びのある授業となるようにしている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 第第２２学学年年国国語語科科学学習習指指導導案案  
日    時    令和３年１０月１１日（月）第５校時 

場    所    豊島区立要小学校  ２年〇組教室 

対    象                ２年〇組２９名            

                                                                                     特別支援級３名 

                                                             指 導 者     〇〇 〇〇   （２年１組担任）    

          〇〇 〇〇  （特別支援学級担任）  

１ 単  元  名    ききせせつつののここととばば  

２  単元の目標   知知識識・・技技能能 

                    ○通言葉には、事物の内容を表す働きがあることに気付くことができる。 

  ○特秋を感じる言葉や内容を表す言葉が分かる。 
思思考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力等等  

○通経験したことや想像したことから書くことを見付けることができる。 

○特経験したことや想像したことを教師と一緒に考えたり、友達の意見を参考にしたりして見付けている。 
                    学学びびにに向向かかうう力力、、人人間間性性  

○通積極的に言葉の働きに気付き、学習課題に沿って、経験を文章に表そうとしている。 

○特学習課題に沿って、支援を受けながら経験を文章に表そうとしている。 
 

図４ 豊島区立要小学校の学習指導案 その１ 通常の学級と特別支援学級の単元目標  

    (※ ○通は通常の学級、○特は特別支援学級を示している。一部内容を筆者が加筆している。) 
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 ３  単元の評価規準 

 ○通         知識・技能    ○特   ○通思考力・判断力・表現力○特    ○通主体的に学習に取り組む態度○特  

評

価

規

準 

①言葉には、事物

の内容を表す

働きがあること

に気付いてい

る。 

①教科書を読んだ

り、挿絵を見たり

して秋を感じる

言葉や内容を表

す言葉が分か

る。 

①「書くこと」にお

いて、経験したこ

とや想像したこ

とから書くことを

見付けている。 

 

①秋を感じる言葉

の中から経験し

たことを思い出

したり、想像した

りして「書くこと」

を見付けている。 

①積極的に言葉の

働きに気付き、学

習課題に沿って、

経験を文章に表そ

うとしている。 

①教師の支援を受

けながら、経験を

文章に表そうと

している。 

学 

習 

活 

動 

に 

即 

し 

た 

評 

価 

規 

準 

・秋を感じる言

葉を考えて発表

したり、自分の意

見をワークシート

に書いたりして

いる。 
〈発言・記録分析〉 

・秋を感じる言葉

を考えて発表し

たり、教科書や友

達の意見を参考

にしてワークシー

トに書いたりして

いる。 
〈発言・記録分析〉 

・秋を感じる言葉

からイメージを広

げるとともに、経

験や想像をもと

に、自分なりに秋

を感じるものを考

え、書くことを見

付けている。 
〈発言・行動分析〉 

・秋を感じる言葉

の中から知ってい

ることや経験した

ことを思い出し、

「書くこと」を、見

付けている。 
〈発言・行動分析〉 

 

・秋を感じる言葉を

考えることを通して

イメージを広げ、経

験を絵や文章に表

そうとしている。 
〈発言・記録分析〉 

 

・教科書の例を参

考にしたり、教師

と一緒に考えたり

しながら経験を

文章に表そうとし

ている。 
〈発言・記録分析〉 

 

  

図５ 豊島区立要小学校の学習指導案 その２ 通常の学級と特別支援学級の評価規準  

    (※ ○通は通常の学級、○特は特別支援学級を示している。一部内容を筆者が加筆している。) 

 ４  児童の実態 
(1) ２年１組の実態 （省略） 

(2) 特別支援学級の実態 （省略） 

(3) 交流活動、共同学習の状況 （省略） 
 

５  豊かな学びとなる「交流及び共同学習」にせまるための手立て 
(1) 学習過程の工夫 
    生活科や生活単元学習で季節について学習することで、季節を感じる経験を積ませてきた。本単元学習の前には、秋につい

ての関連図書を近隣図書館から取り寄せて学級内に「秋がいっぱい読書コーナー」を設置したり、特別支援学級では、秋に関

する絵本の読み聞かせをしたりして、秋に対する興味・関心を高めた上で本単元の学習に臨めるようにする。 

(2) 交流活動の工夫 
    本時で書いた作品を読み合う活動では、書字や発話などにおける児童の特性を考慮し、２人～３人のグループを構成する。自

分の考えを伝えることが難しい児童には、手本となる児童とグループを組ませることで、どの児童も安心して学習に取り組めるよ

うにする。感想を伝え合う活動では、感想の視点を掲示することで、作品の出来栄えではなく書かれていることの内容に注目し、

新たな発見をしたり共感をしたりできるようにすることで互いを認め合えるようにする。 

(3) 秋がいっぱいカードを書くための工夫 
教科書の挿絵や実物の写真などを大型テレビに映し出し、そのものの名称と合わせて視覚的に確認できるようにする。秋を

感じる言葉集めでは、罫線を設けたり色分けをしたりするなどした個に応じたワークシートを用意し、書く内容を自分で見付け

ながら主体的に学習に向かうことができるようにする。ワークシートは、見付けたものをカテゴリーごとに記入できるようにするこ

とで、焦点を絞って児童が考えられるようにする。自分の経験を想起することが難しい児童には、教師との対話を通して考えをま

とめたり、選択肢から自分の気持ちを選んだりしながら書き進められるようにする。書字に困難さがある児童には、平仮名表を

用いたり、教師が書いた内容を視写、もしくはなぞり書きをしたりできるようにする。 

  
図６ 豊島区立要小学校の学習指導案 その３ 豊かな学びとなる「交流及び共同学習」にせまるための

手立て (※ 下線は筆者が付記するとともに、一部内容を加筆している。) 
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 ３  単元の評価規準 

 ○通         知識・技能    ○特   ○通思考力・判断力・表現力○特    ○通主体的に学習に取り組む態度○特  

評

価

規

準 

①言葉には、事物

の内容を表す

働きがあること

に気付いてい

る。 

①教科書を読んだ

り、挿絵を見たり

して秋を感じる

言葉や内容を表

す言葉が分か

る。 

①「書くこと」にお

いて、経験したこ

とや想像したこ

とから書くことを

見付けている。 

 

①秋を感じる言葉

の中から経験し

たことを思い出

したり、想像した

りして「書くこと」

を見付けている。 

①積極的に言葉の

働きに気付き、学

習課題に沿って、

経験を文章に表そ

うとしている。 

①教師の支援を受

けながら、経験を

文章に表そうと

している。 

学 

習 

活 

動 

に 

即 

し 

た 

評 

価 

規 

準 

・秋を感じる言

葉を考えて発表

したり、自分の意

見をワークシート

に書いたりして

いる。 
〈発言・記録分析〉 

・秋を感じる言葉

を考えて発表し

たり、教科書や友

達の意見を参考

にしてワークシー

トに書いたりして

いる。 
〈発言・記録分析〉 

・秋を感じる言葉

からイメージを広

げるとともに、経

験や想像をもと

に、自分なりに秋

を感じるものを考

え、書くことを見

付けている。 
〈発言・行動分析〉 

・秋を感じる言葉

の中から知ってい

ることや経験した

ことを思い出し、

「書くこと」を、見

付けている。 
〈発言・行動分析〉 

 

・秋を感じる言葉を

考えることを通して

イメージを広げ、経

験を絵や文章に表

そうとしている。 
〈発言・記録分析〉 

 

・教科書の例を参

考にしたり、教師

と一緒に考えたり

しながら経験を

文章に表そうとし

ている。 
〈発言・記録分析〉 

 

  

図５ 豊島区立要小学校の学習指導案 その２ 通常の学級と特別支援学級の評価規準  

    (※ ○通は通常の学級、○特は特別支援学級を示している。一部内容を筆者が加筆している。) 

 ４  児童の実態 
(1) ２年１組の実態 （省略） 

(2) 特別支援学級の実態 （省略） 

(3) 交流活動、共同学習の状況 （省略） 
 

５  豊かな学びとなる「交流及び共同学習」にせまるための手立て 
(1) 学習過程の工夫 
    生活科や生活単元学習で季節について学習することで、季節を感じる経験を積ませてきた。本単元学習の前には、秋につい

ての関連図書を近隣図書館から取り寄せて学級内に「秋がいっぱい読書コーナー」を設置したり、特別支援学級では、秋に関

する絵本の読み聞かせをしたりして、秋に対する興味・関心を高めた上で本単元の学習に臨めるようにする。 

(2) 交流活動の工夫 
    本時で書いた作品を読み合う活動では、書字や発話などにおける児童の特性を考慮し、２人～３人のグループを構成する。自

分の考えを伝えることが難しい児童には、手本となる児童とグループを組ませることで、どの児童も安心して学習に取り組めるよ

うにする。感想を伝え合う活動では、感想の視点を掲示することで、作品の出来栄えではなく書かれていることの内容に注目し、

新たな発見をしたり共感をしたりできるようにすることで互いを認め合えるようにする。 

(3) 秋がいっぱいカードを書くための工夫 
教科書の挿絵や実物の写真などを大型テレビに映し出し、そのものの名称と合わせて視覚的に確認できるようにする。秋を

感じる言葉集めでは、罫線を設けたり色分けをしたりするなどした個に応じたワークシートを用意し、書く内容を自分で見付け

ながら主体的に学習に向かうことができるようにする。ワークシートは、見付けたものをカテゴリーごとに記入できるようにするこ

とで、焦点を絞って児童が考えられるようにする。自分の経験を想起することが難しい児童には、教師との対話を通して考えをま

とめたり、選択肢から自分の気持ちを選んだりしながら書き進められるようにする。書字に困難さがある児童には、平仮名表を

用いたり、教師が書いた内容を視写、もしくはなぞり書きをしたりできるようにする。 

  
図６ 豊島区立要小学校の学習指導案 その３ 豊かな学びとなる「交流及び共同学習」にせまるための

手立て (※ 下線は筆者が付記するとともに、一部内容を加筆している。) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  通常の学級（2年生） 

次 時 ◯学習活動・内容 ・留意点    ☆評価 

第

一

次 

 
 ・秋に関する絵本や図鑑などを用意し、学級文庫を充

実させる。 

１ 

〇秋を感じる言葉を見付ける。 

 ・挿絵を手掛かりに、秋に関する言葉を探す。 

 ・詩「やま」を音読する。 

 ・秋を感じる言葉をワークシートに書く。 

 

〇どんなものを見たときに秋を感じるかを発表し合

う。 

Ｔ：秋に見付けたものと、そのときの気持ちを発表しま

しょう。 

Ｃ：お月見のときに食べるため、お団子を見ると、秋を 

感じます。 

 

・デジタル教材を使用し、挿絵や写真を拡大表示する。 

 

 

 

 

 

・「見付けたもの」と「そのときの気持ち」を発表できる

ようにする。 

・分類、整理して板書する。 

☆秋を感じる言葉を自分の経験から探している。 

 図７ 豊島区立要小学校の学習指導案 その４ 通常の学級の単元の指導と指導計画 

(※ 筆者が誌面の関係で表記を一部変更している。) 

 

   特別支援学級（２年生） 

次  ◯学習活動・内容 ・留意点      ☆評価 

 

事

前 

・ふりがな付きの教科書を用意する。 

・音読練習をクラスや家庭学習で事前に取り組めるようにする。 

・教科書の挿絵と名称を合わせながら確認する。 

・生活単元学習「きせつとともだち」で秋について学習を進める。 

・秋を感じる絵本の読み聞かせを行う。 

第

一

次 

 

 

 

 

 

１ 

〇秋を感じる言葉を見付ける。 

 ・挿絵を手掛かりに、秋に関する言葉を探す。 

 ・詩「やま」を音読する。 

 ・秋を感じる言葉をワークシートに書く。 

 

 

〇どんなものを見たときに秋を感じるかを考え、発表す 

る。 

Ｔ：秋に見付けたものと、そのときの気持ちを発表しま 

しょう。 

Ｃ：校庭のいちょうを見ると、秋を感じます。黄色の葉っ 

ぱがきれいです。 

・挿絵に注目したり、生活単元学習で学習したことを

思い出したりすることができるようにする。 

・指さしをしながら音読できるようにする。 

・実態に応じたワークシートを用意する。 

・分からないときは平仮名５０音表を見て書けるように

する。 

・一緒に考えたり、発表したいことを事前に確認したり

して自信をもって発表できるようにする。 

・友達の発表を参考に考えられるようにする。 

 

☆秋を感じる言葉を挿絵や友達の意見を参考にしな

がら探している。 

 
図８ 豊島区立要小学校の学習指導案 その５ 特別支援学級の単元の指導と指導計画 

(※ 筆者が誌面の関係で表記を一部変更している。) 
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通常の学級（2年生） 特別支援学級（２年生） 

２ 

 

本

時 

 

◯秋を感じ 

た経験をカ 

ードに書き、 

友達に紹介 

する。 

 

・カードに文 

章と絵を書 

く。 

 

・書いたカ

ードを友達

と読み合う。 

・２つの観点で書く構成を捉えさ 

せる。 

①したこと 

②思ったこと 

（言ったこと、聞いたこと） 

・味覚や視覚、嗅覚など諸感覚 

を働かせて書かれていることに 

気付けるようにする。 

・話の聞き方を掲示する。 

 

☆自分の経験についてすすんで 

絵や文章に表そうとしている。 

☆秋を感じる言葉と経験を思い 

出して文章を書いている。 

2 

 

本

時 

◯◯秋秋をを感感じじ  

たた経経験験ををカカ  

ーードドにに書書きき、、  

友友達達にに紹紹介介  

すするる。。  

  

・・カカーードドにに文文  

章章とと絵絵をを書書  

くく。。  

  

・・書書いいたたカカ

ーードドをを友友達達

とと読読みみ合合うう。。  

  

・書く題材を授業前に決めておく。 

・２つの観点の補足説明をする。 

（触ったことがある、食べたことがある、

見たことがある→どう感じたか、思った

ことなど） 

 

・自力で書くことが難しい場合は、考えた

内容を教師が書き出し、視写できるよう

にする。 

 

・友達のカードを読むことが難しい児童

は、相手の子に読み上げてもらい、それ

を聞いたり、描いた絵を見たりして内容

が分かるようにする。 

☆自分の経験について、支援を受けなが

ら思い出そうとしている。 

☆秋を感じる言葉から経験や知っている

ことを思い出し、支援を受けながら文章

を書いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯  ユニバーサルデザイン「わかる」「できる」から共通した支援 

・個に応じたワークシートを用意する。 

・デジタル教材を活用する。 

・秋を感じる言葉を色分けして分類、整理して板書する。（デジタル教科書、 

実物投影機、大型テレビ） 

 

図９ 豊島区立要小学校の学習指導案 その６ 交流授業単元の指導と指導計画 

(※ 筆者が誌面の関係で表記を一部変更している。)  
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通常の学級（2年生） 特別支援学級（２年生） 

２ 

 

本

時 

 

◯秋を感じ 

た経験をカ 

ードに書き、 

友達に紹介 

する。 

 

・カードに文 

章と絵を書 

く。 

 

・書いたカ

ードを友達

と読み合う。 

・２つの観点で書く構成を捉えさ 

せる。 

①したこと 

②思ったこと 

（言ったこと、聞いたこと） 

・味覚や視覚、嗅覚など諸感覚 

を働かせて書かれていることに 

気付けるようにする。 

・話の聞き方を掲示する。 

 

☆自分の経験についてすすんで 

絵や文章に表そうとしている。 

☆秋を感じる言葉と経験を思い 

出して文章を書いている。 

2 

 

本

時 

◯◯秋秋をを感感じじ  

たた経経験験ををカカ  

ーードドにに書書きき、、  

友友達達にに紹紹介介  

すするる。。  

  

・・カカーードドにに文文  

章章とと絵絵をを書書  

くく。。  

  

・・書書いいたたカカ

ーードドをを友友達達

とと読読みみ合合うう。。  

  

・書く題材を授業前に決めておく。 

・２つの観点の補足説明をする。 

（触ったことがある、食べたことがある、

見たことがある→どう感じたか、思った

ことなど） 

 

・自力で書くことが難しい場合は、考えた

内容を教師が書き出し、視写できるよう

にする。 

 

・友達のカードを読むことが難しい児童

は、相手の子に読み上げてもらい、それ

を聞いたり、描いた絵を見たりして内容

が分かるようにする。 

☆自分の経験について、支援を受けなが

ら思い出そうとしている。 

☆秋を感じる言葉から経験や知っている

ことを思い出し、支援を受けながら文章

を書いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯  ユニバーサルデザイン「わかる」「できる」から共通した支援 

・個に応じたワークシートを用意する。 

・デジタル教材を活用する。 

・秋を感じる言葉を色分けして分類、整理して板書する。（デジタル教科書、 

実物投影機、大型テレビ） 

 

図９ 豊島区立要小学校の学習指導案 その６ 交流授業単元の指導と指導計画 

(※ 筆者が誌面の関係で表記を一部変更している。)  

エエ）） 教教員員等等のの児児童童へへのの指指導導・・支支援援のの役役割割分分担担がが明明

確確なな「「交交流流及及びび共共同同学学習習」」のの授授業業 
 「交流及び共同学習」の授業を交流学級の教師と

特別支援学級の教師とで協力して授業案を作成し、

授業を実施している。その過程において、交流学級

の教師は、教科の専門性を生かしながらユニバーサ

ルデザインの授業づくりに努め、学習指導案の中に、

「ユニバーサルデザイン「わかる」「できる」から共

通した支援」の項目を設け明記している（図 9 参照）。

要小学校では、特別支援学級の教師が障害の専門性

を生かし、特別支援学級の児童一人一人の「合理的

配慮」の提供等に努め、通常の学級の教師は教科の

専門性を生かし、ユニバーサルデザインに基づく教

科指導に努めるなど、児童一人一人の学びの充実を

図っている（図 10 参照）。 
オオ）） 事事後後学学習習とと評評価価がが明明確確ににななっってていいるる「「交交流流及及

びび共共同同学学習習」」のの授授業業 
 要小学校では、東京都の研究指定を受け、本年度、

通常の学級の教師と特別支援学級の教師が協働で

「共同学習」に重点を置いた「交流及び共同学習」

の実践を積み上げてきた。「交流及び共同学習」の全

校授業実践研究を通して、授業内容や授業展開の工

夫をはじめ、ワークシート等の児童一人一人の実態

に応じた複数の教材の開発など、特別支援学級の児

童をはじめ通常の学級の児童への指導について見直

す機会となった。しかし、特別支援学級の児童や通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

常の学級の児童相互にとって、「交流及び共同学習」

が真に効果的な豊かな学びにつながっていたかは十

分に検証できているとは言えない。教師の声として、

「分けて指導したほうが効果的ではないか」、「授業

のレベルが低くなってしまっている」との声もあが

っている。相互の豊かな学びの実現の視点から丁寧

な検証を行いながら計画的に「交流及び共同学習」

を実施していくことが重要である。 
 
５．むすび ～共に学び、共に育つ学校教育の実現

に向けて～ 

  すべての学校で実施される特別支援教育は、通常

の学級で支援を必要としている子どもへの支援の重

要性が認知され、特別な支援を必要とする子どもへ

の教育に光が差し込んだと言える。そして、障害の

ある子どももない子どもも共に学ぶことを目指すイ

ンクルーシブ教育システムの実現に向けた国の方向

性は、子どもの多様性を尊重した教育の質の向上に

つながるものとして大きな期待を抱いている。しか

し、障害のある子どもの教育の場は、特別支援学校

をはじめとした特別な場に集中する傾向が増すばか

りで、我が国におけるインクルーシブ教育システム

の実現方策に疑問と失望を抱きつつある。特別支援

学校に就学を希望する保護者の増加も、通常の小学

校等ではわが子の教育への願いが叶えられないとい

う消極的な思いからではないか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 10 交流学級教師と特別支援学級教師の専門性の発揮による協働実践 

 

ユニバーサルデザインの視点での授業づくり
どの生徒にもわかりやすい授業

互いに認め合い、支え合える学級集団
安心して意見が出せる雰囲気 等

Ｃさんの
合理的配慮

Ｂさんの
合理的配慮

Ａさんの
合理的配慮

特特別別支支援援学学級級のの教教師師のの
専専門門性性
～～自自立立活活動動のの指指導導力力のの発発揮揮～～

情情報報提提供供
情情報報交交換換
情情報報共共有有
共共同同実実践践

交交流流学学級級
のの教教師師のの
専専門門性性
～～教教科科のの指指導導
力力のの発発揮揮～～
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インクルーシブな教育の実現に向けて



「共に学ぶ教育」の実現などあり得ないのではな

いかとの思いの中、唯一の希望は「交流及び共同学

習」と思えてきた。それも「共同学習」に軸を置い

た「交流及び共同学習」こそが「共に学ぶ教育」に

つながっていくのではないかと期待している。その

ためにも、交流を中心になりがちな「交流及び共同

学習」を、共に学ぶ共同学習にシフトチェンジして

いくことが重要だと考えている。 
本稿では、特別支援学級における「交流及び共同

学習」を中心に述べたが、特別支援学校との「交流

及び共同学習」も同様である。東京都の副籍制度や

埼玉県の支援籍制度等の取り組みの充実を図り、特

別支援学校の児童生徒も地域の学校で共に学ぶ教育

の実現を図っていくことに期待したい。 
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